
凡例

人物

（標準化対象システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象）

コンテナ（標準化対象）

コンテナ（標準化対象外）

人物

（標準化対象外システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象外）

事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
M17

Level1: 全体概念図

外部インターフェイス連携
サブシステム

[Software System]

外部システムと連携し、路線バス運行業務に必要な

ファイルを受信・送信する

システム共通基盤
[フロント業務サブシステムが共通して利用する機能]

営業所利用サブシステム本社利用サブシステム

営業所ユーザー本社ユーザー

車載機器管理担当者
[Person]

各路線バス管理車載機器の管理を行う

サービス利用
（車載機器管理
業務を担う）

データ連携
[HTTPS]

データ連携
[HTTPS]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

メッセージ送信/
ファイルデータ取得

[JSON/HTTPS]

車載機器システム
[Software System]

音声合成装置・バスロケ・運賃箱・デジタコ等の

機器により、運賃収受や行先案内を行うほか、位置

や走行等の運行実績データを記録する

バックオフィス業務システム
[Software System]

総務、人事、法務、経理などのバックオフィス業務

を行い、各種情報を管理する

バックオフィス業務担当者
[Person]

人事・経理・調達などの社内部門にて、
組織運営の基盤となる事務や
経営管理業務を行う

サービス利用
（バックオフィス
業務を担う）

サービス利用
（実績データの回収を行う）

バス業務支援システム
[路線バス業務を総合支援するサービス]

4.勤務計画管理サブシステム
[Software System]

仕業・基本交番表に基づき運転手の勤務計画や車両の

配車計画を作成して、便の増減や運転手や車両の減少など

の事象に応じた計画の調整を行う

（対象FL3業務領域：6.勤務・配車計画作成
/9.勤務・配車計画調整）

10.統合データベース基盤
[Software System]

各領域で発生する業務データを統合的に

管理して、標準データAPIとして各領域に
インターフェイスする基盤を提供する

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

3.商品計画管理サブシステム
[Software System]

運賃制度に合わせた基準運賃や定期券等の価格を

設計し、収益性を試算する

（対象FL3業務領域：4.商品（価格）設計）

1.事業計画管理サブシステム
[Software System]

行政への事業許認可の申請や補助金計算・申請の管理業務

を支援する

（対象FL3業務領域：5.事業許認可/19.補助金処理）

6.運転手管理サブシステム
[Software System]

運転手台帳による資格・健康・教育履歴の管理に

加え、出勤可否や労務制約等の乗務に関する情報を

管理する

（対象FL3業務領域：7.運転手管理）

8.実績管理サブシステム
[Software System]

車載機器や帳票からデータを収集・統合し、運行・勤務・

車両の実績集計を行う

（対象FL3業務領域：15.運行関連情報集計/16.運行
実績管理/17.勤務実績管理/18.車両実績管理）

2.運行計画管理サブシステム
[Software System]

路線ごとのダイヤを作成し、

法令や労働制約等を考慮しながら運転手の仕業

および基本交番表を作成する

（対象FL3業務領域：1.需給設計/2.ダイヤ作成
/3.交番作成）

5.運行実行管理サブシステム
[Software System]

運行前の車両点検や点呼による安全確認、および運

行中の異常対応や指示等の管理を行う

（対象FL3業務領域：12.点呼/13.運行管理）

営業所各業務担当者
[Person]

事務担当者、車両管理担当者、

仕業編成担当者、精算・経理担当者、

実績集計担当者など

運行を支える業務を行う

運行管理者
[Person]

法令に基づき、運転手の健康状態確認

（点呼）や、事故・遅延等のトラブル時

における指揮、勤務・配車の変更を行う

本社各業務担当者
[Person]

路線バス事業の事業設計を行う

運転手
[Person]

路線バスの運行を実行する

サービス利用
（路線・ダイヤ等の事業計画策定や、
運賃設計、行政への許認可申請および

補助金取得業務を行う）

サービス利用
（日々の勤務・配車調整や点呼、

車両管理を行う）

サービス利用
（点呼や運行中の監視など
運行管理業務を担う）

サービス利用
（路線バスの運行業務を担う）

サービス利用
（実績の集計・分析）

9.コンテンツ管理サブシステム
[Software System]

運行業務に必要な勤務計画表・点呼記録簿・運行表や利用

者向けの周知に必要な運賃・料金表・経路・時刻表などの

コンテンツを作成して統合管理する

（対象FL3業務領域：10.運行前社内情報処理
/11.利用者向け周知）

7.車両管理サブシステム
[Software System]

車両台帳による車両仕様・登録情報の管理と、

法定点検や車検などの整備計画策定および

実施履歴の管理を行う

（カバーするFL3業務領域：8.車両管理/14.車両保守
計画）



需要予測バックエンド
APIサーバー

[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤と連携し、

運行実績管理や勤務実績管理の情報を基にした

需要予測を踏まえ、ダイヤ策定方針の検討に必要な

情報を把握する機能を提供するAPIサーバー

事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
M17

9.コンテンツ管理サブシステム
[Software System]

ファイルストレージ
[Container: e.g. Amazon S3, etc.]

申請・届出業務で必要な

帳票コンテンツを保存・取得する

キュー
[Container: e.g. Amazon SQS, etc.]

申請・届出業務で必要な

帳票を非同期で出力するための

メッセージングキュー

帳票出力サーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

キューにメッセージが届くとトリガーされ、

メッセージの内容に基づいた処理を実行する

ファイルデータ
書き込み

(認可/届出書類等等)
[HTTPS]

メッセージ
受信

[HTTPS/JSON]

各サブシステム領域
[Software System]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

他領域サブシステム
[Software System]

統合データベース経由で以下データが提供される

2.運行計画管理：路線・系統・停留所等
3.商品計画管理：運賃三角表等

7.車両管理：車両等
8.実績管理：勤務実績表・運行実行実績等

10.バス業務統合データベース基盤
[Software System]

読み取り
/書き込み

標準データAPIサーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤への

データの読み取り・書き込みを行うAPIサーバー

データベース
[Container: e.g. Amazon Aurora etc.]

ダイヤ、勤務・配車計画、運転手・車両情報、

運行実績等のバス業務データを統合管理する

データベース

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

経理システム
（111.経理）

[Software System]

入出金や伝票をデータで管理し、

日次・月次の売上・経費処理や決算処理を行う

外部インターフェイス連携
[Software System]

ファイルストレージ
[Container: e.g. Amazon S3, etc.]

外部システムから取得したファイルを

保存する

外部連携
データ格納

/取得
[Object
/HTTPS]

外部IF連携バッチ
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

外部システム（経理・車両調達）から連携された

データを受信・処理し、

バス業務統合データベース基盤へ連携する

サーバー

経理担当者
[Person]

日々の入出金を記録し、決算書作成や

税務申告を通じて企業の財務状態を

管理する

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

サービス利用
（決算書作成を行う）

サービス利用
（補助金処理を行う）

サービス利用
（申請書類の作成を行う）

事業許認可支援アプリケーション
[Container: e.g. JavaScript, React.js, etc.]

路線バスの事業計画や運行計画の変更に対する

許認可・届出の書類作成や申請管理を行う

機能を提供するアプリケーション

事業許認可支援バックエンド
APIサーバー

[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤と連携し、

許認可申請・届出事項の確認、実績データの収集、

申請・届出書類の作成、電子申請手続、

及び関連書類を保管する機能を提供するAPIサーバー

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

事業許認可担当者
[Person]

事業計画の変更に伴う許認可・届出事項の

確認を行い、関係機関との事前相談、

実績データを基にした申請書類の作成と

届出を担当する

補助金処理担当者
[Person]

補助制度を把握し、運行実績や

経理データから欠損額を計算して

予算作成を行い、自治体等への

補助金申請や実績に基づく請求などの

事務手続きを行う

車両調達システム
（104.車両調達）

[Software System]

営業のため使用する車両の調達と、

購入金額等調達に関する情報の管理を行う

車両調達担当者
[Person]

車種選定から仕様決定、予算管理、納車ま

での調達に関わる工程を担当する

サービス利用
（車両の調達を行う）

データ連携
（車両購入金額）
[ファイルIF/SFTP]

需要予測アプリケーション
[Container: e.g. JavaScript, React.js, etc.]

運行実績や勤務実績から需要と供給を分析し、

路線の新設や便数の見直しといった、

ダイヤ策定方針の検討に必要な情報を把握する

機能を提供するアプリケーション

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

需給設計担当者
[Person]

運行実績を基に需要と供給を分析し、

路線の新設や再編・統廃合の検討、

ダイヤ策定方針の設計、走行実績を用いた

区間時分の見直しなどを検討する

サービス利用
（実績を基に

需給分析を行う）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

データ連携
（備品在庫など）
[ファイルIF/SFTP]

凡例

人物

（標準化対象システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象）

コンテナ（標準化対象）

コンテナ（標準化対象外）

人物

（標準化対象外システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象外）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

補助金処理支援アプリケーション
[Container: e.g. JavaScript, React.js, etc.]

補助金算出に必要な基礎情報準備や申請金額計算を

行い、欠損額や補助対象額の確定および

申請書等の作成を支援する機能を

提供するアプリケーション

補助金処理支援バックエンド
APIサーバー

[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤と連携し、

運行実績や経理データ等の収集、実施要項に

基づく補助金額の計算、予算作成、および申請書類

を作成する機能を提供するAPIサーバー

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

1.事業計画管理サブシステム
[Software System]

Level2: 1.事業計画管理

ファイル
データ取得

(認可/届出書類等)
[HTTPS]

メッセージ送信
[HTTPS/
JSON]



事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
M17

Level2: 2.運行計画管理

各サブシステム領域
[Software System]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

他領域サブシステム
[Software System]

統合データベース経由で以下データが提供される

1.事業計画管理：営業所情報、補助金関連情報
6.運転手管理：運転手等

7.車両管理：車両等
8.実績管理：運行実績情報（区間時分・遅延情報）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

凡例

人物

（標準化対象システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象）

コンテナ（標準化対象）

コンテナ（標準化対象外）

人物

（標準化対象外システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象外）

10.バス業務統合データベース基盤
[Software System]

9.コンテンツ管理サブシステム
[Software System]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

読み取り/書き込み

ダイヤ編成アプリケーション
[Container: e.g. JavaScript, React.js, etc.]

路線・便を設定するダイヤ作成と、

法令などの制約を遵守した仕業・基本交番作成を

行う機能を提供するアプリケーション

標準データAPIサーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤への

データの読み取り・書き込みを行うAPIサーバー

データベース
[Container: e.g. Amazon Aurora etc.]

ダイヤ、勤務・配車計画、運転手・車両情報、

運行実績等のバス業務データを統合管理する

データベース

ダイヤ編成バックエンド
APIサーバー

[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤と連携し、

路線・便の設定や、法令・労務制約を

遵守した仕業・基本交番の編成機能を

提供するAPIサーバー

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

2.運行計画管理サブシステム
[Software System]

ファイルストレージ
[Container: e.g. Amazon S3, etc.]

運行業務や利用者周知で必要な

帳票コンテンツを保存・取得する

キュー
[Container: e.g. Amazon SQS, etc.]

運行業務や利用者周知で必要な

帳票を非同期で出力するための

メッセージングキュー

帳票出力サーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

キューにメッセージが届くとトリガーされ、

メッセージの内容に基づいた処理を実行する

ファイルデータ取得
（運行基準図等）

[HTTPS]

ファイルデータ書き込み
（運行基準図等）

[HTTPS]

メッセージ送信
[HTTPS/JSON]

メッセージ受信
[HTTPS/JSON]

ダイヤ作成担当者
[Person]

需給設計に基づき、路線・系統の設定や

便ごとの発着時刻を具体化し、

最適な運行ダイヤを設計する

仕業・交番作成担当者
[Person]

法令や労務制約、ビジネスルールを

考慮し、効率的な仕業編成と

基本交番表を作成する

営業所担当者
[Person]

運休判断や危機管理時の意思決定を行う

労働組合担当者
[Person]

ダイヤや仕業・基本交番表の作成過程に

おいて、計画の実効性や労働条件を

確認し、懸念点をフィードバックする

サービス利用
（地図情報の収集）

他交通機関の運行情報
収集サービス

[Software System]

他社路線バスなどの他交通機関の運行情報を

収集するサービス

サービス利用
（その他交通機関の
運行情報収集）

サービス利用
（仕業・基本交番表の作成）

サービス利用
（運行計画の承認を行う）

サービス利用
（仕業・基本交番表を確認・承認）

地図サービス
[Software System]

停留所位置（緯度経度）の特定や

走行ルート作成、許認可申請用の

路線長算出に利用する地図サービス

サービス利用
（路線・系統・便の登録）



事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
M17

Level2: 3.商品計画管理

ファイルデータ取得
（運賃表等）

[HTTPS]

メッセージ送信
[HTTPS/JSON]

各サブシステム領域
[Software System]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

他領域サブシステム
[Software System]

統合データベース経由で以下データが提供される

1.事業計画管理：補助金情報等
2.運行計画管理：系統停留所情報等

8.実績管理：運行・車両・乗降実績等

10.バス業務統合データベース基盤
[Software System]

読み取り/書き込み

標準データAPIサーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤への

データの読み取り・書き込みを行うAPIサーバー

データベース
[Container: e.g. Amazon Aurora etc.]

ダイヤ、勤務・配車計画、運転手・車両情報、

運行実績等のバス業務データを統合管理する

データベース

API呼び出し
[JSON/HTTPS]9.コンテンツ管理サブシステム

[Software System]

ファイルサーバー
[Container: e.g. Amazon S3, etc.]

運行業務や利用者周知で必要な

帳票コンテンツを保存・取得する

キュー
[Container: e.g. Amazon SQS, etc.]

運行業務や利用者周知で必要な

帳票を非同期で出力するための

メッセージングキュー

帳票出力サーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

キューにメッセージが届くとトリガーされ、

メッセージの内容に基づいた処理を実行する

ファイルデータ書き込み
（運賃表等）

[HTTPS]

メッセージ受信
[HTTPS/JSON]

凡例

人物

（標準化対象システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象）

コンテナ（標準化対象）

コンテナ（標準化対象外）

人物

（標準化対象外システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象外）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

運賃設計アプリケーション
[Container: e.g. JavaScript, React.js, etc.]

運賃制度に則り運賃設計の基準を設定し、

運行コストや利益率などの収益性を試算し、

試算結果に基づいた運賃三角表を作成する機能を

提供するアプリケーション

運賃設計バックエンド
APIサーバー

[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤と連携し、

基準運賃の設定や、収益性の試算、運賃三角表作成

機能を提供するAPIサーバー

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

3.商品計画管理サブシステム
[Software System]

商品設計担当者
[Person]

商品概要や運賃制度を検討し、原価や収入

から収益性を試算し、自治体や運輸局・支

局関係者と合意を取り運賃表を確定する

サービス利用
（運賃設計、収益性の試算）



事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
M17

9.コンテンツ管理サブシステム
[Software System]

ファイルストレージ
[Container: e.g. Amazon S3, etc.]

運行業務や利用者周知で必要な

帳票コンテンツを保存・取得する

キュー
[Container: e.g. Amazon SQS, etc.]

運行業務や利用者周知で必要な

帳票を非同期で出力するための

メッセージングキュー

帳票出力サーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

キューにメッセージが届くとトリガーされ、

メッセージの内容に基づいた処理を実行する

ファイルデータ書き込み
（勤務表・点呼簿等）

[HTTPS]

メッセージ受信
[HTTPS/JSON]

各サブシステム領域
[Software System]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

他領域サブシステム
[Software System]

統合データベース経由で以下データが提供される

2.運行計画管理：便・仕業情報等
6.運転手管理：運転手稼働計画・乗務制約情報等

7.車両管理：車両稼働計画等
8.実績管理：勤務実績表等

10.バス業務統合データベース基盤
[Software System]

読み取り/書き込み

標準データAPIサーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤への

データの読み取り・書き込みを行うAPIサーバー

データベース
[Container: e.g. Amazon Aurora etc.]

ダイヤ、勤務・配車計画、運転手・車両情報、

運行実績等のバス業務データを統合管理する

データベース

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

凡例

人物

（標準化対象システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象）

コンテナ（標準化対象）

コンテナ（標準化対象外）

人物

（標準化対象外システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象外）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

勤務計画管理アプリケーション
[Container: e.g. JavaScript, React.js, etc.]

運転手と車両の勤務・配車計画を、

画面上で作成・調整・承認する機能を提供する

アプリケーション

運転手
[Person]

路線バスの運行を実行する

サービス利用
（運行業務の確認を行う）

ファイルデータ取得
（勤務表・点呼簿等）

[HTTPS]

メッセージ送信
[HTTPS/JSON]

勤務・配車計画作成担当者
[Person]

基本交番を基に、労務・車両制約の下で

運転手と車両を各仕業に割り当て、

運行体制を築く

営業所担当者
[Person]

運休判断や危機管理時の意思決定を行う

サービス利用
（運行計画の承認を行う）

勤務計画管理バックエンド
APIサーバー

[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤と連携し、

法令・労務制約を遵守した運転手と車両の

勤務計画作成・管理を行う機能を提供する

APIサーバー

サービス利用
（勤務計画作成、

勤務計画の調整及び確定）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

4.勤務計画管理サブシステム
[Software System]

Level2: 4.勤務計画管理



事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
M17

9.コンテンツ管理サブシステム
[Software System]

ファイルストレージ
[Container: e.g. Amazon S3, etc.]

運行業務や利用者周知で必要な

帳票コンテンツを保存・取得する

キュー
[Container: e.g. Amazon SQS, etc.]

運行業務や利用者周知で必要な

帳票を非同期で出力するための

メッセージングキュー

帳票出力サーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

キューにメッセージが届くとトリガーされ、

メッセージの内容に基づいた処理を実行する

ファイルデータ書き込み
(利用者への案内版等)

[HTTPS]

メッセージ受信
[HTTPS/JSON]

各サブシステム領域
[Software System]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

他領域サブシステム
[Software System]

統合データベース経由で以下データが提供される

2.運行計画管理：便 /4.勤務計画管理：勤務表等
6.運転手管理：運転手・運転手稼働計画等

7.車両管理：車両点検整備工場・駐車場・車両等
8.実績管理：勤務実績

10.バス業務統合データベース基盤
[Software System]

読み取り
/書き込み

標準データAPIサーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤への

データの読み取り・書き込みを行うAPIサーバー

データベース
[Container: e.g. Amazon Aurora etc.]

ダイヤ、勤務・配車計画、運転手・車両情報、

運行実績等のバス業務データを統合管理する

データベース

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

道路交通情報サービス
[Software System]

渋滞、事故、通行止めや工事規制などの

最新の道路状況を、VICSやWEB等を通じて
リアルタイムに提供するサービス

気象情報サービス
[Software System]

対象地域の天気・気温・災害リスクなどの

情報をリアルタイムで提供するサービス

サービス利用
（道路交通情報の収集）

バスロケーションサービス
[Software System]

バスの位置情報をリアルタイムで提供する

サービス

サービス利用
（位置情報の収集）

サービス利用
（気象情報の収集）

備品調達システム
（106.整備契約・備品調達）

[Software System]

運行に必要な備品の在庫管理を行う

勤怠管理システム
（108.人事）

[Software System]

ICカードによる記録などの、運転手の
出退勤時刻を管理する

アルコールチェック管理システム
[Software System]

アルコールチェックの測定結果を管理する

外部インターフェイス連携
[Software System]

ファイルストレージ
[Container: e.g. Amazon S3, etc.]

外部システムから取得したファイルを

保存する

外部連携
データ格納

/取得
[Object
/HTTPS]

外部IF連携バッチ
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

外部システム（人事、備品調達等）から

連携されたデータを受信・処理し、

バス業務統合データベース基盤へ連携する

サーバー

備品管理担当者
[Person]

運行に必要な備品の管理や調達を行う

サービス利用
（点呼時に検査を行う）

サービス利用
（備品管理を行う）

データ連携
（備品在庫など）
[ファイルIF/SFTP]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

データ連携
（出退勤時刻）

[ファイルIF/SFTP]

データ連携
（アルコール
検査結果）

[ファイルIF/SFTP]

サービス利用
（出退勤の記録を行う）

点呼（勤務管理）
アプリケーション

[Container: e.g. JavaScript, React.js, etc.]

業務前後の運転手・車両の状態の確認結果を

記録し、運行に必要な携行品の管理や

指導内容の記録を行う機能を提供する

アプリケーション

点呼（勤務管理）バックエンド
APIサーバー

[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤と連携し、

運行のための運転手・車両の管理や点呼・

指導内容の記録を行う機能を提供するAPIサーバー

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

サービス利用
（点呼記録を行う）

営業所担当者
[Person]

運行管理体制の確定を行う

凡例

人物

（標準化対象システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象）

コンテナ（標準化対象）

コンテナ（標準化対象外）

人物

（標準化対象外システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象外）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

運行管理アプリケーション
[Container: e.g. JavaScript, React.js, etc.]

運行指示や異常・トラブル対応とその記録や、

運行管理者・車両の配置計画管理を行う

機能を提供するアプリケーション

運転手
[Person]

路線バスの運行を実行する

サービス利用
（運行業務の確認を行う）

ファイルデータ取得
(利用者への案内版等)

[HTTPS]

メッセージ送信
[HTTPS/JSON]

運行管理者・
運行管理補助者

[Person]

点呼での運転手の健康状態確認や記録、

気象情報の把握、運行指示、異常・

トラブル対応などの安全管理業務を

実施する

サービス利用
（運行判断の承認を行う）

運行管理バックエンド
APIサーバー

[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤と連携し、

運行中の異常・トラブル対応の記録および

運行管理者・車両の配置計画管理を行う

機能を提供するAPIサーバー

サービス利用
（運転手・車両管理、

事故・トラブル対応を行う）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

5.運行実行管理サブシステム
[Software System]

Level2: 5.運行実行管理



事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
M17

Level2: 6.運転手管理

各サブシステム領域
[Software System]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

他領域サブシステム
[Software System]

統合データベース経由で以下データが提供される

2.運行計画管理：基本交番情報
4.勤務計画管理：勤務グループ等
5.運行実行管理：運行異常事象等

8.実績管理：運行実績等

10.バス業務統合データベース基盤
[Software System]

読み取り/書き込み

標準データAPIサーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤への

データの読み取り・書き込みを行うAPIサーバー

データベース
[Container: e.g. Amazon Aurora etc.]

ダイヤ、勤務・配車計画、運転手・車両情報、

運行実績等のバス業務データを統合管理する

データベース

外部インターフェイス連携
[Software System]

ファイルストレージ
[Container: e.g. Amazon S3, etc.]

外部システムから取得したファイルを

保存する

外部連携データ格納/取得
[Object/HTTPS]

凡例

人物

（標準化対象システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象）

コンテナ（標準化対象）

コンテナ（標準化対象外）

人物

（標準化対象外システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象外）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

運転手管理アプリケーション
[Container: e.g. JavaScript, React.js, etc.]

運転手の資格、健康状態、乗務制約などの

情報管理や、運転手の乗務可否情報・制約条件

を把握する機能を提供するアプリケーション

運転手
[Person]

路線バスの運行を実行する

サービス利用
（勤務や雇用情報の登録）

データ連携
（運転手の基本情報
資格情報など）

[ファイルIF/SFTP]

運転手管理担当者
[Person]

運転者基本情報や運転免許の情報など、

法定要件や社内規定にて定められた情報を

管理する

運転手管理バックエンド
APIサーバー

[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤と連携し、

運転手情報の管理を行う機能を提供する

APIサーバー

サービス利用
（運転者台帳の登録・更新）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

6.運転手管理サブシステム
[Software System]

人事システム
(108.人事）

[Software System]

社員の基本情報や資格情報などを管理し、

勤務実績データを受け取って給与計算や

全社的な勤怠管理を行う

サービス利用
（情報の登録を行う）

人事担当者
[Person]

運転手の基本情報を管理する

運転手教育システム
（102.教育）

[Software System]

適性診断や指導の履歴や結果を

管理するシステム

安全担当者
[Person]

適性診断や指導など安全面における

運転手の情報を管理する

サービス利用
（情報の登録を行う）

データ連携
（適性診断結果・
指導履歴など）

[ファイルIF/SFTP]

外部IF連携バッチ
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

外部システム（人事、教育）から連携された

データを受信・処理し、

バス業務統合データベース基盤へ連携する

サーバー

サービス利用
（情報の登録を行う）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]



事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
M17

各サブシステム領域
[Software System]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

業務サブシステム
[Software System]

統合データベース経由で以下データが提供される

1.事業計画管理：補助金申請情報等
4.勤務計画管理：配車計画・仕業等
5.運行実行管理：運行異常事象等

10.バス業務統合データベース基盤
[Software System]

読み取り/書き込み

標準データAPIサーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤への

データの読み取り・書き込みを行うAPIサーバー

データベース
[Container: e.g. Amazon Aurora etc.]

ダイヤ、勤務・配車計画、運転手・車両情報、

運行実績等のバス業務データを統合管理する

データベース

外部インターフェイス連携
[Software System]

ファイルストレージ
[Container: e.g. Amazon S3, etc.]

外部システムから取得したファイルを

保存する

外部IF連携バッチ
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

外部システム（広告、車両整備、経理）から

連携されたデータを受信・処理し、

バス業務統合データベース基盤へ連携する

サーバー

外部連携データ格納/取得
[Object/HTTPS]

凡例

人物

（標準化対象システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象）

コンテナ（標準化対象）

コンテナ（標準化対象外）

人物

（標準化対象外システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象外）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

車両管理アプリケーション
[Container: e.g. JavaScript, React.js, etc.]

車両基本情報と稼働不可日の管理、車検・法定点検

を含む整備計画の立案・確定、運行計画との調整、

および点検整備記録簿の作成・保存機能を提供する

アプリケーション。

車両管理担当者
[Person]

路線バスの日々の安定運行のため、

車両を適切な状態に維持管理し、

車両情報、配車ルール、稼働不可日を

管理する

サービス利用
（車両情報の登録・更新）

車両保守計画担当者
[Person]

車両の点検および整備に関する事項を

管理し、整備実施計画の策定・確定

を行う

車両管理バックエンド
APIサーバー

[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤と連携し、

車両や整備計画情報の管理を行う機能を

提供するAPIサーバー

サービス利用
（整備計画の登録・更新）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

7.車両管理サブシステム
[Software System]

経理システム
(111.経理)

[Software System]

入出金や伝票をデータで管理し、日次・月次の売

上・経費処理や決算処理を行う

営業所担当者
[Person]

整備計画の確認を行う

データ連携
（自動車税などの
税金や保険の情報）
[ファイルIF/SFTP]API呼び出し

[JSON/HTTPS]

車両整備システム
(113.車両整備)
[Software System]

車両管理サブシステムと連携し、

工場の処理能力の管理や整備・点検実績の

記録を行うシステム

サービス利用
（整備計画の確認）

データ連携
（広告情報）

[ファイルIF/SFTP]

経理担当者
[Person]

日々の入出金を記録し、決算書作成や

税務申告を通じて企業の財務状態を

管理する

サービス利用
（税の納付情報や保険の契約情報

の登録など）

整備士
[Person]

車両の定期点検や故障修理を行う

広告システム
(105.広告)

[Software System]

路線バス広告の申込受付から空枠管理、

掲出・撤去などを管理する

広報担当者
[Person]

広告主との調整や、広告掲示媒体の

空き枠管理・審査、広告の掲出を担う

サービス利用
（車両広告に関する情報の登録）

サービス利用
（整備点検実施記録の登録など）

データ連携
（整備計画）

[ファイルIF/SFTP]

データ連携
（整備・点検記録）
[ファイルIF/SFTP]

Level2: 7.車両管理



事業名

バス業務標準化

更新日作成日

2026/3/19
業務ID
M17

各サブシステム領域
[Software System]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

他領域サブシステム
[Software System]

統合データベース経由で以下データが提供される

4.勤務計画管理：勤務表・実行仕業編成・実行運行
便等

5.運行管理：点呼記録・日次納金記録等

10.バス業務統合データベース基盤
[Software System]

読み取り
/書き込み

標準データAPIサーバー
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤への

データの読み取り・書き込みを行うAPIサーバー

データベース
[Container: e.g. Amazon Aurora etc.]

ダイヤ、勤務・配車計画、運転手・車両情報、

運行実績等のバス業務データを統合管理する

データベース

運賃収受システム
（100.運行）

[Software System]

運賃収受やICカード決済、両替機能を一括制御し、
売上データの正確な集計と管理を行う

ドラレコシステム
（100.運行）

[Software System]

車内外の映像と衝撃データを常時記録し、事故時の

状況確認や危険挙動の分析を通じて、

運転手のの安全意識向上と事故防止を図る

デジタコシステム
（100.運行）

[Software System]

速度や走行距離、時間等の運行データを記録し、

安全運転の評価を支援する

外部インターフェイス連携
[Software System]

ファイルストレージ
[Container: e.g. Amazon S3, etc.]

外部システムから取得したファイルを

保存する

外部連携
データ格納/取得
[Object/HTTPS]

外部IF連携バッチ
[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

外部システム（車載機器・運行管理システム）から

連携されたデータを受信・処理し、

バス業務統合データベース基盤へ連携する

サーバー

運転手
[Person]

路線バスの運行を実施する

サービス利用
（情報を取得する）

データ連携
（一件明細等）

[ファイルIF/SFTP]
API呼び出し

[JSON/HTTPS]

データ連携
（乗降者人数等）
[ファイルIF/SFTP]

データ連携
（停留所発着時刻等）
[ファイルIF/SFTP]

サービス利用
（情報を取得する）

サービス利用
（情報を取得する）

データ処理基盤
[Container: e.g. AWS Glue, etc.]

各車載機器などから収集した実績データを、

分析しやすいように構造化する処理を行う

データ取得
[Object
/HTTPS]

分析ツール
[Software System]

管理会計システムや動向分析システムなど、

運行実績・勤務実績・車両実績情報を

分析するツール

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

データ連携
（構造化データ）
[ファイルIF/SFTP]

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

運行管理システム
（100.運行）

[Software System]

運転手の乗務や休憩、待機時間を把握・管理し、

労務規定に沿った適切な人員配置と過労運転の

防止をリアルタイムで行う

サービス利用
（情報を取得する）

データ連携
（休憩時間等）

[ファイルIF/SFTP]

運行実績管理担当者
[Person]

走行実績・乗降実績・売上実績の

管理を行う

勤務実績管理担当者
[Person]

勤務実績の管理を行い、

時間外勤務など労働制約を遵守できている

か確認する

車両実績管理担当者
[Person]

車両の稼働実績を集計・管理する

サービス利用
（運行実績を管理する）

サービス利用
（勤務実績を管理する）

サービス利用
（車両実績を管理する）

サービス利用
（分析ツールを活用する）

凡例

人物

（標準化対象システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象）

コンテナ（標準化対象）

コンテナ（標準化対象外）

人物

（標準化対象外システム利用）

ソフトウェアシステム

（標準化対象外）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

実績管理アプリケーション
[Container: e.g. JavaScript, React.js, etc.]

日々の運行の結果発生するデータを収集・整理し、

運行・勤務・車両の実績に関係する情報を、

決められた単位で横断的に集計・管理する機能を

提供するアプリケーション

情報統合担当者
[Person]

運行結果から発生するデータの収集・

整理・加工を行う

実績管理バックエンド
APIサーバー

[Container: e.g. SpringBoot, Node.js, etc.]

バス業務統合データベース基盤と連携し、

収集した情報を加工し、後工程で利用可能な

運行・勤務・車両の各実績データとして

集計・管理する機能を提供するAPIサーバー

サービス利用
（実績情報を統合する）

API呼び出し
[JSON/HTTPS]

8.実績管理サブシステム
[Software System]

Level2: 8.実績管理


